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退となっていた東 京オリンピック大 会が，昭 和39年（1964）に開 催され
た(註.2-12-4)．この際には柔 道が正 式な競 技に採 用され，武 道 館が建 設され
た(註.2-12-5)．また，大阪・千里での日本万国博覧会(註.2-12-6)をはじめとする国際博
覧 会が開 催され(註.2-12-7)，その他に各 地で地 方 博 覧 会が無 数に開 催され
た(註.2-12-8)．その後には国民文化祭も開始されている(註.2-12-9)．また，ユネスコ






















































































































































































































































































































































































































































（註.2-3-6）【正倉院（しょうそういん）】宮内庁 HPより：「 8 世紀の中頃，奈良






























































































































































































































































































































































































命じ，天正 4 年（1576）正月着工，翌年 2 月末には移っているが，工事はそ

































































































































































































































































































































「明治 2 年（1869）3 月12日＿外宮・内宮＿御参拝（東幸最後の際）」




































一 軍人は忠節を尽すを本分とすべし． 一 軍人は礼儀を正しくすべ















































































































































































































































































































































































































































平成27年 8 月14日 内閣総理大臣 安倍 晋三
（註.3-1-1）『我が国の文化政策（平成24年度）参考資料』「各国の主な文化政策

































『世界の偉人たちが贈る 日本賛辞の至言 32 選』（ごま書房，2008）：
・フランシスコ・ザビエル（1506～1552）宣教師（P22～）
「この国の人びとは今までに発見された国民のなかで最高であり，日本人
より優れている人びとは，異教徒のあいだでは見つけられないでしょう．
彼らは親しみやすく，一般に善良で，悪意がありません．驚くほどの名
誉心の強い人びとで，他の何よりも名誉を重んじます．大部分の人々は貧
しいのですが，武士も，そうでない人びとも，貧しいことを不名誉だとは
思っていません．」
・エドワード・シルヴェスター・モース（1838～1925）博物学者（P32～）
「外国人は日本に数ケ月いた上で，徐々に次のようなことに気がつき始め
る．即ち彼は，日本人にすべてを教える気でいたのであるが，驚くべきこ
とには，また残念ながら，自分の国で人道の名に於いて道徳的教訓の重荷
になっている善徳や品性を，日本人は生まれながらに持っているらしいこ
とである．
衣服の簡素，家庭の整理，周囲の清潔，自然及びすべての自然物に対す
る愛，あっさりして魅力に富む芸術，挙動の礼儀正しさ，他人の感情に就
いての思いやり・・・・これ等は恵まれた階級の人々ばかりでなく，最も
美しい人びとも持っている特質である．」
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・レヴィ・ストロース（1908～2009）フランスの民族学者，ベルギー生まれ．
両親はフランス国籍のユダヤ人．（P77）
「民族学者，文化人類学者として私が非常に素晴らしいと思うのは，日本
が，最も近代的な面においても，最も遠い過去との絆を持続しつづけてい
ることができるということです．
私たち（西欧人）も自分たちの根があることは知っているのですが，そ
れを取り戻すのが大変難しいのです．もはや乗り越えることのできない溝
があるのです．その溝を隔てて失った根を眺めているのです．だが，日本
には，一種の連続性というか絆があり，それは，おそらく，永遠ではない
としても，今なお存続しているのです．」
（註.3-2-2）同書（p14）：
・アルバート・アインシュタイン（1879～1955）理論物理学者
「近代日本の発展ほど世界を驚かせたものはない．一系の天皇を戴いてい
ることが，今日の日本をあらしめたのである．私はこのような尊い国が世
界の一ヶ所くらいなくてはならないと考えていた．
世界の未来は進むだけ進み，その間，幾度か争いが繰り返されて，最後
の戦いに疲れるときが来る．その時人類はまことの平和を求めて，世界的
な盟主をあげなければならない．この世界の盟主なるものは，武力や金力
ではなく，あらゆる国の歴史を抜きこえた，最も古くてまた尊い家柄でな
くてはならぬ．世界の文化はアジアに始まって，アジアに帰る．それに
は，アジアの高峰，日本に立ち戻らねばならない．我々は神に感謝する．
我々に日本という尊い国をつくっておいてくれたことを．」
（註.3-2-3）同書（P146・P151）：
・李登輝（りとうき）（1923～）元台湾総統．日本統治下の台湾に生まれる．旧
制台北高校卒．京都帝国大学農学部入学．陸軍に志願入隊，二等兵から陸
軍少尉に昇進．終戦後，台湾大学卒．アイオワ州立大学，コーネル大学に
留学．
「私はね，二十二歳まで日本人だったんですよ，岩里政男という名前でね．
私は日本人として，非常に正統な日本教育を受けた．後に中国の教育も受
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け，アメリカにも学びましたが，私の人生に一番影響を与えたのは，この
日本時代の教育だったんです．」「私は，このような『日本精神』，すなわち，
『義』を重んじ，『誠』をもって，率先垂範，実践躬行するという『大和魂』
の精髄がいまなお脈々として『武士道精神』の中に生き残っていると信じ
切っているからこそ，日本および，日本人を愛し，尊敬しているのです」
「この『大和心』こそ，日本人が最も誇りに思うべき普遍的真理であり，人
類社会がいま直面している危機的状況を乗り切っていくために，絶対に必
要不可欠な精神的指針なのではないでしょうか．」
皇學館大学『日本学論叢』 第６号
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